
防
災
行
政
に
つ
い
て

問　
防
災
無
線
整
備
は
21
年

3
月
で
完
成
す
る
が
、
難
聴

地
域
、
高
齢
者
家
庭
、
一
人

暮
ら
し
、
足
に
障
が
い
の
あ

る
人
た
ち
の
対
応
に
つ
い
て

は
ど
う
よ
う
に
す
る
の
か
。

総
務
部
長　

難
聴
地
域
は
、

屋
外
拡
声
子
局
等
の
追
加
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
高

齢
者
家
庭
等
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
要
支
援
者
避
難
支
援

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
な
ど
、

弱
者
支
援
体
制
強
化
に
結
び

つ
く
推
進
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
参
り
た
い
。

尾
﨑 

治
彦　

議
員

通
学
合
宿
に
つ
い
て

問　

非
常
に
良
い
経
験
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
取
組

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
本
年
度
、
市
内

13
小
学
校
の
う
ち
、
10
校
で

実
施
し
て
い
る
。
普
段
何
気

な
く
過
ぎ
て
い
く
毎
日
の
生

活
が
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
作

業
と
家
族
の
支
え
の
も
と
で

成
り
立
っ
て
い
る
か
を
、
子

ど
も
た
ち
に
実
感
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
市
内
す
べ

て
の
小
学
校
ま
で
拡
大
し
、

実
施
し
て
い
き
た
い
。

戸
馳
小
学
校
跡
地
の
利
用

に
つ
い
て

問　
戸
馳
小
学
校
跡
地
の
宇

城
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
。

教
育
部
長　
昨
年
6
月
か
ら

戸
馳
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
不
知
火
庁
舎
内
の
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ
に
移
管
し
た
。
合

宿
な
ど
短
期
宿
泊
型
機
能
を

併
せ
持
っ
た
施
設
と
し
て
整

備
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
施
設
の
利
活
用
を
図
り
た

い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

問　
次
期
、
試
験
運
行
が
予

定
さ
れ
て
い
る
三
角
戸
馳
間

の
路
線
に
つ
い
て
は
、
交
通

弱
者
対
策
と
し
て
、
バ
ス
路

線
に
頼
っ
て
い
る
人
た
ち
の

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
べ

き
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長　

戸
馳
地
区
に
、

導
入
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
く
、
特
に
交
通
弱
者

で
あ
る
高
齢
者
の
通
院
や
買

い
物
の
利
便
性
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
市
の
財
政
負
担
も

軽
減
で
き
る
よ
う
、
新
た
な

交
通
体
系
も
含
め
て
検
討
し

て
い
る
。

行
政
区
再
編
に
つ
い
て

問　
こ
れ
か
ら
の
取
組
と
し

て
、
再
編
後
の
問
題
点
に
つ

い
て
も
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
各
行
政

区
か
ら
の
事
業
要
望
に
対
し

て
、
統
合
行
政
区
を
優
先
し

て
予
算
配
分
が
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど

う
か
。

総
務
部
長　
市
の
行
財
政
改

革
の
中
で
、
行
政
区
の
組
織

を
適
正
な
規
模
に
再
編
す
る

こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
現
在
は
1
8
1
行
政
区
、

38
％
の
進
捗
率
で
あ
り
、
さ

ら
に
、
今
年
度
末
2
行
政
区

が
削
減
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
行
政
区
再
編
等
助
成
金

は
、
継
続
す
る
考
え
で
あ
り
、

統
合
行
政
区
か
ら
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
、
優
先
し
て

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
。

戸
馳
大
橋
に
つ
い
て

問　
国
交
省
の
延
命
化
の
方

策
も
理
解
で
き
る
が
、
本
橋

は
、
補
修
・
補
強
だ
け
で
は

済
ま
さ
れ
な
い
。
将
来
を
見

据
え
、
30
億
円
か
か
っ
て
も

新
し
く
橋
を
架
け
替
え
る
べ

き
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

土
木
部
長　
架
替
え
案
、
補

修
・
補
強
に
プ
ラ
ス
し
た
自

転
車
・
歩
行
者
道
設
置
案
、

補
修
補
強
案
の
三
案
を
検
討

し
て
い
る
。
戸
馳
大
橋
は
、

戸
馳
地
区
に
と
っ
て
命
の
橋

で
あ
り
、
生
命
・
財
産
・
生

活
を
守
る
唯
一
の
橋
梁
で
あ

る
。
多
額
の
建
設
費
を
要
す

る
の
で
、
今
後
財
政
当
局
と

の
協
議
、
検
証
を
重
ね
対
策

を
講
じ
て
参
り
た
い
。

中
山 

弘
幸　

議
員

宇
城
市
の
財
政
の
現
状
に

つ
い
て

問　
宇
城
市
の
財
政
状
態
に

つ
い
て
は
説
明
を
受
け
て
お

り
、
全
て
の
項
目
で
健
全
で

あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

　

今
市
民
の
一
部
が
、
宇
城

市
は
箱
物
を
つ
く
り
過
ぎ
て
、

財
政
危
機
状
態
で
2
、
3
年

後
に
は
夕
張
市
の
よ
う
に
な

る
と
、
全
く
事
実
と
異
な
っ

た
こ
と
を
吹
聴
し
、
市
民
を

混
乱
さ
せ
て
い
る
。
宇
城
市

を
愛
す
る
も
の
の
一
人
と
し

て
、
許
し
が
た
い
。

　

改
め
て
、
宇
城
市
と
夕
張

市
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　
夕
張
市
は
、
国
内
有

数
の
石
炭
の
産
地
と
し
て
栄

え
、
昭
和
35
年
に
は
炭
鉱
会

社
を
中
心
に
関
連
産
業
も
発

達
し
、
人
口
12
万
人
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
昭
和
30
年
代

以
降
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に

よ
り
、
次
々
に
炭
鉱
会
社
が

撤
退
し
、
平
成
2
年
に
は
す

べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山
。
も
と

も
と
炭
鉱
の
町
で
あ
り
、
石

炭
産
業
以
外
の
会
社
が
皆
無

同
然
だ
っ
た
た
め
雇
用
の
受

け
皿
が
な
く
、
若
者
が
都
市

へ
次
々
と
流
出
し
、
人
口
は

最
盛
期
の
10
分
の
1
の
1
万

2
千
人
ま
で
激
減
。
そ
の
よ

う
な
中
、
夕
張
市
は
平
成
8

年
ま
で
に
炭
鉱
閉
山
の
処
理

対
策
に
5
8
3
億
円
の
投
資

を
行
い
、
ま
た
、
観
光
関
連

施
設
に
、
市
の
持
ち
出
し
分

が
約
1
0
0
億
円
と
な
る
投

資
に
よ
り
再
生
を
試
み
た
が

振
る
わ
ず
、
逆
に
過
大
な
投

資
や
放
漫
な
経
営
が
累
積
赤

字
を
膨
ら
ま
せ
た
。
さ
ら
に
、

財
政
赤
字
を
見
え
な
く
す
る

た
め
、
複
数
の
金
融
機
関
か

ら
3
0
0
億
円
程
度
を
一
次

借
入
で
補
う
こ
と
で
、
自
転

車
操
業
状
態
に
陥
っ
た
こ

と
。
地
方
債
残
高
、
公
営
企

業
や
第
3
セ
ク
タ
ー
へ
の
損

失
補
て
ん
が
市
の
財
政
規
模

を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
た

め
、
一
般
的
に
10
年
と
さ
れ

る
再
建
期
間
は
未
知
数
と
も

言
わ
れ
、
そ
の
他
に
不
適
切

な
財
務
処
理
も
行
わ
れ
て
い

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
今

ま
で
の
よ
う
な
単
年
度
方
式

に
よ
る
決
算
や
会
計
ご
と
に

よ
る
決
算
で
は
、
不
適
正
な

財
務
処
理
が
明
ら
か
に
な
ら

ず
、
宇
城
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
複
式
簿
記
や
連
結
決
算

を
取
り
入
れ
た
公
会
計
が
必

要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
で
再
建
団

体
と
な
っ
た
夕
張
市
と
宇
城

市
と
を
比
較
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。

髙
田 

幸
夫　

議
員

豊
野
に
お
け
る
幼
・
小
・
中

一
貫
教
育
（
学
校
建
設
）
に

つ
い
て

問　
箱
物
が
先
に
あ
り
（
平

成
22
年
度
工
事
）、
決
定
ま

で
の
過
程
で
小
中
学
校
の
P

T
A
や
先
生
達
、
保
育
所
の

保
護
者
や
関
係
者
、
教
育
委

員
会
、
議
会
、
地
域
で
ほ
と

ん
ど
議
論
が
さ
れ
て
い
な
い

中
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
問
題

で
あ
る
。「
国
家
1
0
0
年

の
計
は
教
育
に
あ
り
」
と
思

う
が
如
何
か
。

教
育
長　
議
論
不
足
は
認
め

る
。
今
後
行
う
。
異
年
齢
が

共
に
遊
ぶ
環
境
や
、
進
学
し

た
時
の
子
ど
も
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
必
要
。

雇
用
問
題
に
つ
い
て

問　
現
在
の
社
会
不
安
、
若

い
人
を
中
心
と
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
や
非
正
規
労
働
者

（
全
国
1
7
7
0
万
人
、
県

内
23
万
人
）
が
増
大
し
て
い

る
が
、
こ
の
こ
と
を
ど
う
思

う
の
か
。
ま
た
自
治
体
で
は

何
か
対
応
で
き
る
の
か
。

企
画
部
長　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
を
強
め
る
。

総
務
部
長　
宇
城
市
に
は
非

正
規
職
員
が
4
2
5
人
い
る
。

予
算
の
面
か
ら
正
規
に
は
出

来
な
い
。
今
後
益
々
民
営
化

を
進
め
る
こ
と
と
、
早
期
退

職
を
求
め
て
人
件
費
の
抑
制

に
努
め
る
。

市
の
財
政
に
つ
い
て

問　
合
併
後
、
財
政
は
悪
化

し
て
き
て
い
る
の
は
事
実
。

そ
の
間
の
合
併
特
例
債
の
使

い
道
と
し
て
、
他
の
市
と
違

い
、
行
政
関
係
と
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
多
い
こ
と
が
特
徴
。

今
後
の
事
業
計
画
を
見
る
と
、

巨
額
な
費
用
（
2
0
0
億
円

超
）
と
な
る
。
10
年
間
の
財

政
見
通
し
は
大
丈
夫
と
言
明

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
金
額

の
中
に
、
こ
の
大
不
況
に
よ

る
税
の
大
幅
減
収
と
、
大
型

事
業
費
な
ど
が
入
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
で
は
見
方
を
誤
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長　
現
在
の
悪
化
は
過
去

の
政
策
に
よ
る
も
の
。
特
例

債
は
有
効
に
活
用
し
て
い

る
。
将
来
の
見
通
し
は
不
明
。

よ
っ
て
3
年
間
の
ロ
ー
リ
ン

グ
に
よ
る
実
施
計
画
で
事
を

行
っ
て
い
る
。

戸馳大橋架橋（昭和48年当時）
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